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'○日本国憲法は1946（昭和21）年11月3日に公布、半年後の1947年5月3日が施行の日で
「憲法記念日」になり、今年で施行70周年。●ところで4月29日は昭和天皇の誕生日でした｜
が、2005年に｢昭和の日」に変わる。●また11月3日は明治天皇の誕生日で「明治節」から、｜

‘戦後は｢文化の日』に｡それを現在｢明治の日｣にする運動が盛んで､戦前回帰のようです。’

－金子脈講演会の鐙で喫画旧本の毒空Jは犬湾分か"や”つた／

憲
法
施
行
七
○
周
年
の
５
月
３
日
、

憲
法
の
間
接
的
起
草
者
鈴
木
安
蔵

の
ふ
る
さ
と
小
高
で
、
金
子
勝
先
生

の
ご
講
演
は
、
歴
史
的
な
記
念
日
に

ふ
さ
わ
し
い
気
迫
に
溢
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
〈
写
真
は
５
月
９
日
『
福
島

民
報
』
よ
り
〉

｜「雷空｣が目にしみて 事務局長早坂吉彦
｜憲法施行70周年の記念行事について､正直当初
｜は事務局として何か考えていたわけではありません

でした。2月頃の事務局編集会議の折、平田会長よ
り、「以前総会に講演をお願いした行下大学の名誉
教授金子勝先生から5月3日に鈴木安蔵先生につい
て、小高の浮舟文化会館で話ができればという連絡

をいただいたが･･･」というのが発端でした。
小高区は避難解除が実施されて時間も経っておら

ず、帰還した住民も少数という状況では参加できる

方ﾉﾏにも限りがあり、せっかく金子先生をお招きし

ても残念な結果になるのではという不安が先に立っ

て、もうひとつ踏み切れずにおりました。でも事務

局栗村夫妻の発言で会議の雰囲気が変わりました。

実は栗村さんは独自に『日本の青空』を5月3日
に上映する準備を進めていたのです。この映画はご
承知のように、震災前小高九条の会の皆さんが中心
となって、相双地区の九条の会が製作のための資金
協力や上映などの活動に尽力し、当地区での上映も
過去数回に及びますが、改めて栗村さんの考えを聞
いて、震災後もう一度上映する意味があるかもしれ

ないということになりました。
小高で『日本の青空』を上映したいという栗村さ

んの意図を尊重し、金子先生の講演会と連続して上
映会を行うが、講演会ははらまち九条の会主催、映
画上映は「上映する会」主催。はらまち九条の会共
催、ということにして以後準備を進めました。

； 例年5月3日の憲法記念日に実施していた新聞折
込みチラシによる「はらまち九条の会」の意見広告
i(今年は共謀罪への疑問を解説）を、今年は5月1
日に出し、その中に小高浮舟文化会館でのイベント
を予告しましたが、当日になるまでやはり心配でし
た。はたして何人の方が参加してくださるか.、 ・
事務局の予測では、最大で50名の御参加と考え
ておりましたので、金子先生の講演要旨（手書きで
極めて詳細な内容、その他に補助資料数葉）も安易
に考えておりましたが、当日は見事に外れ1
講演直前に資料の有無をアナウンスしたところ、

次から次と手が挙がり、事務局ではあわてて刷り増
しに走りましたが、それでも足りない状況で、大変
御迷惑をおかけしました。負け惜しみではなく、ほ
んとうにうれしい誤算でした。

撰鰯 瞳K蕊‘r島_:a

金子先生は鈴木先生の愛知大学大学院での愛弟

子ですが、講演は鈴木安蔵先生の生い立ちから学

生時代のこと、治安維持法による検挙第一号とな

ったこと、終戦の混乱の中で新憲法案の作成のた

め民間研究会の中心として活動し、それが後の日

本国憲法成立に多大な影響を与えたことなど、気

迫に溢れるお話に圧倒されました。

この講演に続いて『日本の青空』を上映しまし

たが、次々と入場される方が増えて事務局として

は信じられない思いでした。最終的に170名の

方に鑑賞していただいたことになります。

参加者の方々には講演の内容を踏まえ、映画の

各場面がより強く印象づけられ、ラストシーンで

写し出された「青空」の美しさが弓|き立っており

ました。講演と映画の相乗効果が巧まずして実現

したことに、今更ながら感動しております。

なお最後に、浮舟文化会館の職員の皆さんには
いろいろ御協力をいただき、お陰様で無事に終了
できましたことを感謝したいと思います。

多数の方のご入場あ&Iがめござい志す
「日本の青空を上映する会」のメンバーは僅か

5名ですが、はらまち九条の会のほか、小高の方
にも宣伝に御協力いただき、多数の方にご来場い
ただき、感謝いたします。
小高出身の鈴木安蔵氏の功績や現憲法の成立過
程について、今回の講演と映画で初めて具体的に
知った、とても分かりやすかったという市民の方
も多く、まだまだ認知されていないんだなと感じ
ました。今後も上映会を開催する際には、是非と
も御協力をよろしくお願いいたします。
（｢『日本の青空』を南相馬で上映する会』一同より）

妃念行事開催のいきさ宅
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05月3日（水）憲法記念日 憲法施行から70周年記念行事○

に1ZO名,旧本の青空｣上映会に170名’
一－

|金子勝氏の講演会

唇
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ｰ

、

ふるさと小高の偉人･憲法の間接的起草者‘鈴木安蔵氏，を誇↓lに
▼5月4日『朝日新聞』福島版コピー。（『福島民友』･『福島民報』でも報道されました）
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憲法地元出身学者も関わった
I

南相馬｡小高で映画上映’

成
さ
れ
た
「
憲
法
研
究
会
」
の
一

中
心
を
担
っ
た
。
研
究
会
の
草

案
に
は
国
民
主
権
や
法
の
下
の

平
等
、
言
論
の
自
由
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
、
連
合
国
軍
総
司
令

部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
憲
法
草
案
に

も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

映
画
は
潅
法
の
原
点
を
考
え
一

る
作
品
こ
し
て
全
国
各
地
で
自

鈴
木
氏
は
旧
小
高
町
出
身
。

終
戦
直
後
、
民
主
的
な
新
憲
法

草
案
を
民
間
で
つ
く
ろ
う
と
結

日
本
国
惑
法
の
施
行
か
ら
祁
年
を
迎
え
た
３
日
、
憲
法
誕
生
の
経
緯
を
描
い
た
映
画
「
日
本

の
青
窒
（
大
澤
豊
監
督
、
２
０
０
７
年
）
が
南
相
馬
市
小
高
区
で
上
映
さ
れ
た
。
主
人
公
は

地
元
出
身
の
憲
法
学
者
鈴
木
安
蔵
氏
（
１
９
０
４
～
錫
）
・
鈴
木
氏
の
足
跡
を
知
る
こ
と
を
通

じ
て
、
生
存
権
な
ど
憲
法
に
込
め
ら
れ
た
理
念
を
被
災
地
の
復
興
に
生
か
そ
う
と
企
画
さ
れ
、

約
１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

理
念
知
り
復
興
に
も
生
か
し
て

鈴木安蔵氏の奮闘を描いた映画

「日本の青空」。120人がスクリ
ーンを見つめた＝南相馬市小高区

’
0

一
情
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
実

一
現
し
た
が
、
栗
村
さ
ん
は
、
あ

一まり読まれていないと感じ
て
い
た
。
「
地
元
出
身
の
学
者

主
上
映
さ
れ
て
い
る
。
上
映
会

を
企
画
し
た
同
市
原
町
区
の
市

職
員
栗
村
文
夫
さ
ん
（
砿
）
は

「
ま
ず
は
懲
法
を
読
も
う
。
そ

し
て
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
と

知
ろ
う
」
と
訴
え
る
。

市
は
昨
年
５
月
、
憲
法
全
文

を
載
せ
た
小
冊
子
を
全
世
帯
に
一

配
布
。
桜
井
勝
延
市
長
が
「
生

活
再
建
ど
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
取
り
戻
す
た
め
、
日
本

の
憲
法
と
は
何
か
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
』
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
た
。

小
冊
子
の
配
布
は
、
市
内
の

護
憲
団
体
な
ど
が
市
議
会
に
陳

が
関
わ
っ
た
こ
と
を
広
く
伝
え

ら
れ
た
ら
、
も
っ
と
懲
法
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
」
と

考
え
た
と
い
う
。

愛
知
大
大
学
院
で
鈴
木
氏
の

指
導
を
受
け
、
上
映
会
に
参
加

し
ば
Ⅳ
Ⅲ
Ｉ し
た
金
子
勝
・
立
正
大
名
衝
教

授
（
霜
）
は
、
懲
法
で
定
め
る
生

存
権
や
教
育
権
、
労
働
権
な
ど

を
挙
げ
て
「
被
災
地
の
復
興
に

今
こ
そ
憲
法
を
生
か
す
べ
き

だ
。
条
文
の
理
念
に
よ
っ
て
、

被
災
地
に
光
を
当
て
る
政
治
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
ど
語
っ

た
。

（
池
田
拓
哉
）
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◆この小高区「

りました。会

◆入場者は事務

◆受付では、本

たくさん寄せ

◆｢金子勝氏講
ち直して清書

してあります
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